
R６ 学校評価表
評価
項目

今年度の
重点項目

担当者 評価規準・評価の観点 具体的な取組 実現状況の達成度判断基準
時期・
評価材料

取組状況
改善策等

時期・
評価材料

取組状況
改善策等

1
①学校安全の
　推進

教頭
生徒指導主事
養護教諭
食に関する指導担
当

児童の安全を確保するたの
マニュアルに沿って職員が
対処できるよう周知されて
いる。

・避難訓練の充実
・災害時における児童
の引き渡し訓練
・アレルギーへの対応
・ＡＥＤ講習会

アンケート「子どもたちの安全に注意を
はらっている」（保護者）「安全のため
の取組」（教員）の『肯定的な評価』の
割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

1学期末
保護者ア
ンケート

教員アン
ケート

100%

100%

Ａ

１学期に避難訓
練（地震・火
事・不審者対
応）を行った。
５月にアレル
ギー対応研修
（教職員対象）
を行った。

２学期末
保護者ア
ンケート

教員アン
ケート

100%

89%

Ａ

２・３学期に避難
訓練（災害時引き
渡し訓練・雪害時
等のオンライン授
業実施訓練）を
行った。

2
②道徳教育の
　充実

道徳教育推進教師

道徳の授業では，学校行事
や特別活動，実生活等との
関連付けをしながら，考え
議論する授業を行い,道徳
性が高まるように努めてい
る。

・児童が考え議論する
授業を行い、板書を写
真に撮り各教室で掲示
する。
・道徳教育に関する研
修会の開催

アンケート「道徳の授業で、児童が考え
議論する授業を行っている」の『肯定的
な評価』の割合（教員アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

100% A

1学期中に行った授
業で議論した様子
を、板書を写真に撮
り、定期的に教室の
道徳コーナーに掲示
することができた。
夏季休業中に、児童
が問題意識をもって
考え議論する授業を
目指した発問の工夫
等についての校内研
修会を行った。

２学期末
教員アン
ケート

100% A

10月以降は柳田小
において、夏季休
業中の校内研修で
学んだ「児童が考
え議論する授業づ
くり」を継続して
行うことができ
た。教室の道徳
コーナーに授業後
の板書の写真を掲
示することができ
た。

3

③読書活動に
　よる心の教
　育の推進

図書館担当

『図書室で本を借りる、返
す習慣』を呼びかける等の
啓発活動を行い，目標値を
達成できるよう、読書活動
の推進が図られている。

・朝読書の充実
・毎月の「読書の日」
の取り組み（本の紹
介・読み聞かせ）
・図書室の利用の推進
・低学年100冊、高学年
80冊の目標設定

学校全体の1ヶ月の読書冊数平均
Ａ：10冊以上
Ｂ：6冊以上9冊未満
Ｃ：4冊以上6冊未満
Ｄ：4冊％未満

１学期末読
書記録等学
校全体とし
てのデータ
をもとにす
る・読書調
査

12.8冊 Ａ

4～7月計924冊÷４
÷18≒12.8冊/月・
人
1学期に委員会でス
タンプラリーを行っ
た。
2学期も金曜日と月
曜日の委員会の呼び
かけ、朝読書、読み
聞かせ、本の紹介を
継続する。12月の全
校集会で委員会発表
を行い、図書室の利
用を呼びかける。

２学期末
読書記録
等学校全
体として
のデータ
をもとに
する・読
書調査

8.2冊 B

9月は町野小学校
図書館で１７６冊
（19名）
１０月から1月は
柳田小学校で494
冊（18名）の貸出
しがあった。（一
人平均約８．２
冊）柳田小でも朝
読書の時間を確保
して、毎日取り組
んでいる。

4

「ていねいな歯みがき」の『肯定的な評
価』の割合（児童アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
児童アン
ケート

100% Ａ

２学期末
児童アン
ケート

100% Ａ

5

「ていねいな歯みがき」の『肯定的な評
価』の割合（保護者アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期保
護者アン
ケート

54% C

２学期保
護者アン
ケート

43% D

6

アンケートの「困った時は先生や友達な
ど相談できる人がいる」の『肯定的な評
価」の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
児童アン
ケート

100% A

少しでも気になる
児童へは個別面談
や声掛け、見守り
等を教職員全員で
積極的に行ってい
る。これからも子
どもたちの声を”
聴く”ことに留意
していきたい。

２学期末
児童アン
ケート

77% B

7

アンケートの「困っている友達がいたら
進んで助けている」の『肯定的な評価」
の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
児童アン
ケート

95% A

縦割り行事を多く
取り入れたこと
で、助け合いの行
動が増えてきてい
る。今後も縦割り
行事を継続してい
き、児童の優しさ
や思いやりの心を
育てていきたい。

２学期末
児童アン
ケート

94% A

7

⑤児童理解に
　基づく生徒
　指導体制の
　充実

生徒指導主事

児童理解連絡会での共通理
解と共通指導の徹底，人間
関係づくりに関する校内研
修会の開催等により，児童
のよりよい人間関係の構築
に努めている。

・児童の状況の的確な
把握と、それに基づい
た適切な指導

定期的な児童理解連絡会の開催及びアン
ケート「相手の気持ちを考え行動してい
る」の肯定的な評価の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
児童アン
ケート

95% Ａ

概ねよいが、ま
だ自己中心的な
言動をとる児童
もいる。日常生
活や道徳教育を
中心に思いやり
の気持ちを育て
る。

２学期末
児童アン
ケート

94% Ａ

相手の気持ちを考
え行動する場面も
見受けられるが、
時々自己中心的な
言動をとる児童も
いる。落ち着いて
から、自分の言動
を振り返らせるよ
うにしている。

8
⑥特別支援
　教育の充実

特別支援教育コー
ディネーター

特別な支援を必要とする児
童への共通理解を深め、全
員一致した体制で、積極的
に支援を行っている。

・特別な支援を必要と
する児童への対応（外
部機関との連携・保護
者との面談）を学期に
行っている

外部機関との連携・保護者との面談
Ａ：3回以上
Ｂ：2回
Ｃ：1回
Ｄ：0回

外部機
関・保護
者面談の
回数

2回 Ｂ

1学期の様子から
2学期以降は来年
度に向けて外部
機関との連携、
保護者との面談
を設定していき
たい。

外部機
関・保護
者面談の
回数

２回 Ｂ

特別支援教育地域
サポーターと連携
し、個々にあった
指導法で授業を進
められた。また、
児童、保護者との
面談を行うことが
できた。

9

⑦年間を通じ
　た体力・
　運動能力
　づくり

体力づくり担当
学校教育全体で、体力向上
の取組を行っている。

・年間を通じた体力・
運動能力づくり
・授業や行事の工夫

「体力が向上している」の『肯定的な評
価』の割合（保護者アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
保護者ア
ンケート

77% Ｂ

4月当初よりは持久
力の向上を感じる
が、体力テストの結
果は良くなかった。
マラソン大会の練
習、スポチャレ、体
育科での持久走の取
り組みから、体力の
向上を目指す。

２学期末
保護者ア
ンケート

86% A

柳田小と合同で、
行事に向けマラソ
ン練習、縄跳びの
練習をした。授業
の導入の持久走、
運動量の確保、ス
ポチャレ石川の取
組を行い体づくり
に努めた。

１
「

安

心
」
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あ

る

学

校

づ

く

り

④健康と心の教
育の推進

養護教諭

児童は、自分の歯や口の中
の健康を意識して、丁寧に
歯みがきをしている。

学校評価だより（最終報告）

　令和６年度第３回学校関係評価委員会（令和７年２月２０日）では、学校評議員と学校関係者評価委員の皆様より次のようなご意見をいただきました。今後の教育活動に生
かして参ります。
【基本的な生活習慣】
・「ていねいな歯磨き」の肯定的な評価が低いが、学校からの呼びかけや取組を今後も継続し、家庭での取組が定着できるようにする。
・地域の方へのあいさつがしっかりできる児童が少ない。心を育てる教育活動を充実させ、感謝の気持ちや思いやりの気持ちを育てる。
【防災教育】
・地震の体験を今後の防災教育に生かしていく。
【地域との連携】
・地域の人材を活用し、特色ある教育を推進する。
【その他】
・地震や豪雨でお世話になったボランティアの方々のことを道徳教育等で取り入れていく。

第1回
自己評価

第2回
自己評価

・児童アンケート
・さわやかカード

２～３学期にかけ
て月に１週間砂時
計を持たせて朝夜
の「丁寧な歯みが
き」に取り組ませ
たが、保護者から
はまだまだ不十分
という評価であっ
た。家での歯みが
きに関しては、学
校が把握するには
限界がある。来年
度はもっと学校と
保護者が密に協力
し合って「丁寧な
歯みがき」に取り
組んでいきたい。

　自分が悩んだり不安なこ
とがあった時は先生や友達
に相談し、困っている友達
に対しては進んで助けるこ
とができる。

・心の健康の授業
・スクールカウンセ
ラーの活用

１０月から急に柳田
小で学校生活を送る
ことになったため、
戸惑いを持つ児童も
多いことを想定して
子どもたちの様子を
注意深く観察した。
少しでも気になる児
童には担任やSCが面
談を行って職員の共
通理解も密にした
が、児童のアンケー
トでは100％から
77％に下がり、不十
分だったようだ。来
年度も子どもたちの
声により一層耳を傾
け、同時に縦割り行
事等で思いやりの心
を育んでいきたい。

児童は100%が丁
寧な歯磨きをし
ていると答えて
いて、保護者と
の「丁寧な歯み
がき」のとらえ
方に違いが見ら
れる。実際には
丁寧にみがけて
いないと思われ
るので２学期は
みがき方のスキ
ルに力を入れて
いきたい。
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第1回
自己評価

第2回
自己評価

10 研究主任
主体的･対話的で深い学び
につなげるために、授業改
善を行っている。

・学力向上プランの日
常的な取組

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート６）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

100% Ａ

全体研修会等で
学力向上プラン
についての共通
理解を図り、共
通実践を行うこ
とができてい
る。

２学期末
教員アン
ケート

100% A

柳田小学校で学校
生活を送ることに
なり、学力向上プ
ランの取り組みを
できなかった期間
もあるが、２学期
後半からは、取り
組みを行えてい
る。

11

『漢字力
テスト』
90点以
上の合格
者数

78% B

『漢字力
テスト』
90点以
上の合格
者数

67% C

12

『計算力
テスト』
90点以
上の合格
者数

89% A

『計算力
テスト』
90点以
上の合格
者数

67% C

13

学習理解の定着に対して、
個別指導等のフォローアッ
プ指導が行われている。

・学習内容の定着のた
めの個別指導
・放課後学習による個
に応じた組織的指導

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

100% A

児童の実態に応じ
て、各担当者が児童
の困り感に寄り添
い、工夫しながら個
別指導を行ってい
る。また、担任と教
科担当者が連携し、
組織的指導を行って
いる。

２学期末
教員アン
ケート

100% A

柳田小の職員と連
携・協力して授業内
でも個別指導を充実
させられた。また、
放課後や休み時間に
児童のつまづきに着
目し、個に応じた組
織的な指導を行うこ
とができた。

14

『学習ルール』をもとに，
全校一致して指導にあた
り、授業規律の確立に努め
ている。

・授業規律の確立

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

89% Ａ

教員は学習ルー
ルが身に付けら
れるようにきめ
細やかに指導し
ている。一部の
児童が守られて
いないので、で
きたことを褒め
るようにしてい
る。

２学期末
教員アン
ケート

100% A

学習のルールは概
ね良いが、発表の
声が小さかった
り、反応が薄かっ
たりすることもあ
るので、その都度
指導している。

15

『生活のきまり』をもと
に，全校一致して指導にあ
たり、ルールを守るよう指
導が行われている。

・生活ルールを守る指
導

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート５）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

1学期児
童アン
ケート

100%

100％

Ａ

生活のきまりを
守ろうとしてい
る児童が多く、
互いに注意しあ
う姿も見られ
る。なぜルール
を守ることが大
切かを考えさせ
るようにする。

２学期末
教員アン
ケート

2学期児
童アン
ケート

100%

94％

A

生活のきまりを守
られるように、疑
問点はすぐ共通理
解している。一部
児童が守られてい
ないこともあるの
で、きまりを確認
させ指導してい
る。

16

児童の家庭学習のめやすの
時間が守られている。（1･
2年:30分,3･4:45分,
5･6年:60分)

・「家庭学習時間」調
査

達成できている児童の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

「家庭学
習時間」
調査

85% A

ほとんどの児童がめ
やすの時間を守って
家庭学習に取り組ん
でいる。守れていな
い児童には、個別指
導を継続的に行い褒
めて認めて意欲的に
取り組めるように促
していく。

「家庭学
習時間」
調査

72% B

児童の中には、家庭学習
時間の目標時間に対して
の意識が低い児童がい
る。与えられた宿題をこ
なすだけでなく、目標時
間を意識しながら質の高
い学習ができるように、
自学ノートの活用方法や
読書を勧めるなどして意
欲的に取り組めるよう提
案したり褒めて寄り添っ
たりしていく。

17

計画的に学習の復習を繰り
返し行い、理解定着に努め
ると共に、授業の予習など
も必要に応じて行ってい
る。

・自学ノートの活用

自学ノートに個々の課題に応じた復習・
予習をしている児童の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

・自学
ノートの
取り組み
状況

83% Ｂ

今年度は、取り組み
が優秀な児童のノー
トを全校児童が見え
る場所に掲示してい
る。意欲喚起や質の
向上に繋がるよう
に、継続して取り組
んでいく。

・自学
ノートの
取り組み
状況

72% B

水害前は、優秀な児
童の自学ノートを立
ち止まって見て、意
欲を高める児童の姿
が見られ、効果が
あった。柳田小へ移
動したことで、意欲
喚起する手立てを立
てづらかった。次年
度は、継続して取り
組ませたい。

18
①積極的な
　情報公開

教頭
情報担当

HPの更新，学校だよりや学
級だよりの定期的な発行等
を通して日々の教育活動を
保護者や地域に伝えてい
る。

・各種お便りの定期的
発行、ホームページの
更新による情報発信

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（保護者アンケート15）（教員アンケー
ト14）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

1学期末
保護者ア
ンケート
教員アン
ケート

100%

100%

Ａ

HPの更新、学級
便り月１回以上
発行で、児童の
様子を伝えてい
くことを、今後
も継続してい
く。

２学期末
保護者ア
ンケート
教員アン
ケート

100%

100%

A

２学期以降、HP
更新回数が減少し
たので、年間を通
して定期的に情報
発信をしていける
ようにしたい。

19
教務主任

地域の素材を元に，学習活
動を行ったり，地域の人材
を活用したりして，地域の
教育力を積極的に活用して
いる。

・地域体験学習
・地域人材の活用
・外部機関の活用
・他校との交流

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート11，12）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

100% Ａ

復旧・復興の視
点を取り入れな
がら、今後も地
域の人材や地域
の素材やを基に
した学習を積極
的に取り入れ、
継続していく。

２学期末
教員アン
ケート

78% B

柳田小へ移動したこ
とで地域との関わり
をもつ機会が少なく
なった。来年度は、
地域の人材や素材を
積極的に学習に取り
入れて、地域の教育
力を活用していきた
い。

20 教頭
学校は，保護者が連絡，相
談したことに丁寧に対応し
ている。

・組織的対応

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（保護者アンケート16）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

1学期末
保護者ア
ンケート

100% Ａ

相談事は、電話
だけでなく、面
談を行い、丁寧
に話を聴いてい
る。管理職も関
わり、組織的に
対応している。

２学期末
保護者ア
ンケート

100% A

相談事は、電話だ
けでなく、面談を
行い、丁寧に話を
聴いている。管理
職も関わり、組織
的に対応してい
る。

21 研究主任

年間で7回以上の研究授業
を行い，事後研究会で自身
の課題を明確にし，授業改
善に努めている。

・職員の校内・校外で
の研修の充実

研究授業の回数（全体）
Ａ：7回以上
Ｂ：5～6回
Ｃ：2～4回
Ｄ：2回未満

研究授業
の回数

２回 Ａ

１学期は計画通
りに研究授業を
行うことができ
た。研究授業と
授業整理会を通
して、個々の課
題を明確にする
ことができてい
る。

研究授業
の回数

７回 A

２学期は計画通りに研
究授業を実施すること
ができなかった。しか
し、未実施のものにつ
いては、３学期に実施
した。研究授業と授業
整理会を通して、学校
としての課題を見つけ
ることができている。

22

教頭
若手研修コーディ
ネーター

校内研修等を通して、学校全
体で知識を深め、対応力、指
導力の向上を図る。

・校内研修
・若プロ研修

アンケートの『肯定的な評価』の割合
（教員アンケート）
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

１学期末
教員アン
ケート

100% Ａ

若プロ研修を確
実に実施してい
る。
GIGA研修でICT活
用能力を向上に
取り組んでい
る。

２学期末
教員アン
ケート

100% A

新たに見つかった
課題についての研
修会を迅速に企
画・実施すること
ができた。

23 ②業務の改善 教頭
業務改善を意識して、業務
にあたっている。

・研究チームの機能化
・定時退校日，マイ定
時退校日の設定と実施
・業務の平準化
・ICTの効果的な活用

時間外勤務時間が平均月45時間以内の教
員数
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満
アンケート業務改善を意識して業務に当
たっている（教員アンケート）

勤務時間
調査

１学期末
教員アン
ケート

100% B

４月は４５時間を超
えた職員が多かっ
たが、５月から
徐々に減り、９０％
は４５時間以内に
納めることができ
た。
ICTの積極敵な活
用でさらなる業務
改善を行っていき
たい。

勤務時間
調査

２学期末
教員アン
ケート

100% A

今年度は全員、時
間外勤務時間が平
均45時間以内で
あった。
業務の精選や優先
順位づけ、ICTの
活用等、教職員の
業務改善への意識
が高まり、成果と
なって表れた。

4

人

材
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成

と
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改

善

①職員の資質
・能力の向上

２
「

学

び
」

の

あ

る

学

校

づ

く

り

②児童の学びの
姿勢

生徒指導主事
担任

①指導の充実

教務主任

３
「

連

携
」

の

あ

る

学

校

づ

く

り

②保護者、
　地域、
　関係機関
　との連携

③家庭学習の充
実

教務主任

校内『漢字・計算テスト』
『診断テスト』で，当該学
年・当該教科の目標通過率
を達成できている。

・基本の定着，活用問
題の指導

達成できている児童の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：50％以上70％未満
Ｄ：50％未満

テスト期間にはリス
トを小分けにして宿
題に取り入れ、点検
の精度を上げたり個
に応じた指導を行っ
たりして、できるだ
け合格できるように
支援したが、結果が
伴わない児童もい
た。今後の全校テス
トでは、特に漢字に
注力していきたい。

２学期以降は、従来
の全校テストではな
く、漢字は学期末テ
スト、計算は柳田小
の算数検定を実施
し、達成度を確認し
た。どちらも７割に
満たず、基礎基本の
定着に課題が見られ
た。個々の課題を把
握し、個に応じた補
充学習を実施してい
る。


